


練馬区の都市農業

ー都市農業の歴史をたどるー

Japan

東京都農地面積 約7000ha

練馬区農地面積 約200ha

白石農園農地面積 1.4ha

白石農園は1600年代(江戸時代初期)から農業を継続
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白石農園 白石好孝



宇宙ステーションから夜の日本をみると

森林が多く 少ない平野に人口が集中している



各国の１経営体あたりの平均農地面積
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練馬区は都心から１０㎞～２０㎞に位置します
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練馬区の農地（生産緑地）

ー東京都心に近い「市街化区域」の中にありますー

農業が盛んな地域

都市的地域



２３区内にある農地の約４０％が練馬区にあります

サッカー場 約280個分 の農地

農家数４３８戸 （９６０人）

人口 約９６０万人



なぜ練馬の都市農業(農家)は生き続けてきたか

・ 現 在 の 都 市 農 地 の 所 有 者 は 、

古 く か ら 続 く 農 業 者 が 多 い 。

・ 農 業 者 に と っ て 、 農 地 は 、 経 営 資

源 で あ り 、 労 働 の 場 、 祭 事 の 場 と し

て の 意 味 を も っ て い る 。

都 市 化 が 進 む な か で

その農地を先祖から次世代へ継承

すべきものという信念に 基 づ き 行 動

し て き た 。

・ そ の た め 、 売 却 等 に よ る 短 期 的 な

利 益 の 追 求 を 避 け 、 時 に 経 済 合 理

性 に 抗 い 、 農 地 を 保 持 し て き た 。

【都市農家の農地との関わり】

Creed

農地はご先祖さんからの

「預かりもの」次世代につなぐ

Land
農地

For Work (Operation)

労働の場

For Rituals and festivals

神事・祭事の場

For Business / Employment

経営の場



１９４０年代と２０００年代の練馬

２０００年代１９４０年代



都市農業の歴史

２０１５年都市農業振興基本法が制定される

 １９５０年代までは、東京の至る所で農業が営まれていた

 社会変化とともに都市農業の価値が再認識され

そしていま、都市ならではの農業を模索

 １９６０年代、農地の宅地化がすすむ

 １９９９年食料農業農村基本法に都市農業の存在が明記

 都市に農地はいらないという声に

農業者・ＪＡなどから都市農業を守る運動が起こる



白石農園の事業内容 （経営面積1.4ha≒3.5ac）

 野菜の生産販売・ブルーベリー園・・・・0.9ha

 農業体験農園 大泉風のがっこう ・・・0.5ha

 精神障害者の社会適応訓練の受け入れ

 畑のレストラン「Ｌａ毛利」の設置

 子どもたちに農業体験（食育）をすすめる活動



多品目の野菜を少量生産

 野菜の生産販売

 年間を通じて約１００種類の野菜を生産



地産地消

 生産した野菜はJA直売所やスーパーで販売

野菜の自動販売機



ブルーベリー摘み取り園



農業体験農園 大泉風のがっこう



農業体験農園は「野菜づくりのカルチャースクール」



白石農園の事業内容

 子どもたちの農業体験（食育）をすすめる
 地域の小中学生に農業体験を指導・練馬大根の生産体験や社会科見

学・職場体験等年間１０００人あまりを受け入れている



白石農園の事業内容

 精神障害者の社会適応訓練事業所
 社会復帰訓練として精神障害者の受け入れ



白石農園の事業内容

 畑のレストラン「Ｌａ毛利」を設置



東京あおば農業協同組合（ＪＡ東京あおば）

ーJapan Agricultural Co-operatives “JA Tokyo AOBA”ー

 東京都板橋区・北区・豊島区・練馬区を管轄している農業協同

組合です。

 キャベツを基幹作物として、ダイコンやブロッコリーなど多品目が栽培

されており、花卉・果樹・植木・ 盆栽なども生産されています。また、

伝統作物の復活栽培にも取り組んでいます。

Copyright © 2019 JA Tokyo AOBA. All rights 

reserved.



全国

４３０万人

東京都

４３０００人

JA東京あおば

２６８６人

正組合員数

ＪＡ（Japan Agricultural Cooperatives）は全国組織



ＪＡ東京あおば農産物直売所

練馬地区アグリセンター

ふれあいの里こぐれ村

とれたて村石神井



ＪＡ東京あおばは 農業者と 地域住民の架け橋



ＪＡ東京あおば農業祭



大嘗祭 新天皇即位にあたりキャベツを献上

井之口 喜實夫さん ご家族



練馬大根引っこ抜き大会



練馬区内の農家数 ４３８戸（９６０人） ２０１７

ー４か所のＪＡ直売所と１００件以上の農家の直売所があります

ー



練馬区は農園天国！

その他にもＪＡが運営する

レジャー農園や老人クラブ農園などが

あります

 農家が運営する農業体験農園が１７農園（約１８００区画）

 練馬区が運営する市民農園等が２６農園（約１７００区画）

合計 約３５００区画



果樹の摘み取り農園

ー約４０か所ありますー



２３区内唯一の小泉牧場

ー子どもたちの酪農体験をたくさん受け入れていますー



練馬区(行政)と農家(ＪＡ)の連携で息づく都市農業

 練馬方式 農業体験農園

 果樹あるファーム

 マルシェ（交流型直接販売）

 小中学校の農業体験活動

 練馬大根育成事業（練馬大根引っこ抜き大会）

 練馬区農の学校

 練馬区は都市農業が生きるまち

 そして、世界都市農業サミットの開催 重点施策

17園

約４０園

６グループ

生徒数120名

毎年３０００人

今年で１３回目 毎年６００人



ご清聴ありがとうございました

ーThank you very much for listening.ー


